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２
０
２
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

急
ぐ
日
も

　

足
止
め
火
を
止
め

　
　
　
　
　

準
備
よ
し

　

令
和
７
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会
が

10
月
17
日（
金
）、
イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
）

に
お
い
て
、
消
防
団
長
な
ど
消
防
関
係
者

約
50
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
会
で
は
、
日
本
消
防

協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
に
よ
る
講
演

と
講
師
と
の
対
面
で
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、

■
議
論
の
テ
ー
マ

①
消
防
団
員
の
確
保
・
定
着

②
災
害
多
発
時
代
の
消
防
団
の
役
割
と
体

制
強
化

③
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
再
構
築

④
消
防
団
長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
組
織
運
営

⑤
消
防
団
活
動
と
本
業
・
私
生
活
の
両
立

支
援

⑥
訓
練
大
会
の
あ
り
方（
現
状
と
方
向
性
）

⑦
消
防
団
運
営
上
の
問
題
点

■
発
表
（
抜
粋
）

グ
ル
ー
プ
１　

テ
ー
マ
⑦

・
被
雇
用
者
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
日

中
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
経
営

者
だ
け
で
な
く
現
場
の
上
司
の
理
解
が

不
可
欠
。
北
秋
田
市
で
は
、
団
員
が
多

い
１
０
０
社
程
度
に
毎
年
消
防
長
と
団

長
が
訪
問
し
、
御
礼
と
勧
誘
に
対
す
る

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

・
由
利
本
荘
市
で
は
、
20
代
の
女
性
団
員

が
増
え
て
い
て
、
そ
れ
に
伴
い
若
い
男

性
団
員
の
入
団
も
見
ら
れ
る
の
で
、
若

い
人
た
ち
が
同
世
代
に
声
を
掛
け
て
入

団
に
繋
げ
る
の
が
効
果
的
。

令
和
７
年

令
和
７
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
７
年

令
和
７
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
７
年
度　

全
県
消
防
団
長
研
修
会

参
加
者
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
し
、
課
題

の
共
有
と
お
互
い
の
考
え
を
理
解
し
合
う

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
阿
部
一
彦
副
会
長
が
、
本
県

の
団
員
減
少
の
現
状
と
将
来
予
測
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
議
論
と
発
表
を
メ
ン
バ
ー
を
入
れ

替
え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

と
も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
各
地
域
の

取
り
組
み
や
多
様
な
考
え
方
を
理
解
で
き

て
有
意
義
な
会
議
に
な
り
ま
し
た
。

・
幹
部
が
誘
う
よ
り
、
同
世
代
が
勧
誘
し

て
一
緒
に
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
が
大
切
。

グ
ル
ー
プ
２　

テ
ー
マ
②

・
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
が
必
要
。

火
災
時
は
水
利
確
保
が
重
要
。
地
元
の

人
は
知
っ
て
い
る
が
近
隣
の
班
や
団
体

は
現
地
を
知
ら
な
い
。

・
最
近
の
水
害
に
対
応
す
る
た
め
使
用
頻

度
の
高
い
工
法
を
選
ん
で
団
員
に
教
え

て
い
る
。
突
発
時
に
団
員
が
行
動
で
き

る
よ
う
に
基
本
的
知
識
の
教
育
が
必
要
。

・
少
人
数
の
分
団
に
は
、
事
前
に
ど
こ
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
入
る
か
決
め
て
お
い

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
す
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
。
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令
和
７
年
度
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
の
表
彰
式
が
９
月
17
日（
水
）、
総

理
官
邸
で
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
由
利
本
荘

市
消
防
団
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
災
害
時
の
防
災
活
動
の

実
施
、
平
時
に
お
け
る
防
災
思
想
の
普
及

や
防
災
体
制
の
整
備
で
功
績
が
顕
著
な
団

体
又
は
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
消
防
団
は
、
昨
年
７
月
25
日
か
ら
の

大
雨
に
際
し
、
昼
夜
に
わ
た
る
河
川
巡
視

や
住
民
の
避
難
誘
導
、
人
命
救
助
等
を
行

い
、
被
害
の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議

会
は
11
月
20
日（
木
）、
新
潟
県
十
日
町
市

「
あ
て
ま
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
」
を
会
場
に
、
東
北
地
区
７
県
（
新
潟

県
含
む
）
の
消
防
協
会
か
ら
会
長
、
副
会

長
、
事
務
局
員
ら
50
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
県
が
提
出
し
た
要
望
事

項
や
照
会
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
、
福
島

県
提
出
の
「
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
の
日
程
に
つ
い
て
」
を
日
本
消
防
協

会
に
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
山
形
県
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
分
団
の
合
併
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
円
滑

化
の
工
夫
に
つ
い
て
《
青
森
県
》

　

団
員
の
減
少
に
伴
い
、
本
県
で
は
分
団

の
合
併
を
進
め
た
い
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
合
併
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

管
理
側
・
団
員
側
双
方
に
納
得
感
や
メ
リ

ッ
ト
を
示
す
こ
と
が
重
要
。
各
自
治
体
に

お
け
る
工
夫
や
成
功
事
例
、
メ
リ
ッ
ト
を

ご
教
示
願
い
た
い
。

【
秋
田
県
の
状
況
】

〈
メ
リ
ッ
ト
〉

・
消
防
資
機
材
管
理
の
負
担
軽
減

・
組
織
運
営
の
効
率
化
、
消
火
技
能
等
の

共
有
が
し
や
す
い
。

・
管
轄
区
域
が
広
域
と
な
り
、
入
団
勧
誘

が
し
や
す
く
な
る
。

〈
円
滑
化
の
工
夫
〉

・
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
分
団
間
の
交
流
が

促
進
さ
れ
降
格
人
事
に
理
解
を
得
ら
れ

た
事
例
や
、
同
格
の
独
自
階
級
を
設
け

降
格
し
な
い
と
い
う
消
防
団
も
あ
っ

た
。

【
新
潟
県
の
状
況
】

〈
メ
リ
ッ
ト
〉

・
団
員
数
増
加
に
よ
る
団
員
の
負
担
軽
減

・
消
防
器
具
置
場
、
消
防
車
輌
、
資
機
材

等
の
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
経
費
削
減

〈
円
滑
化
の
工
夫
〉

・
団
員
自
身
で
検
討
・
実
行
・
改
善
す
る

こ
と
で
、
団
員
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
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

令
和
７
年
度

  

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

■
各
種
表
彰
の
徽
章
（
バ
ッ
チ
）
贈
与

　

に
つ
い
て
《
宮
城
県
》

　

徽
章
は
県
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
で
受
注
生

産
の
た
め
価
格
は
上
昇
し
、
製
作
業
者
も

減
少
し
て
い
る
。
現
状
の
ま
ま
贈
与
を
継

続
す
る
た
め
に
は
、
他
事
業
の
予
算
削
減

が
必
要
で
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
特
に
在

職
年
数
に
応
じ
て
贈
与
す
る
徽
章
に
つ
い

て
は
、
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

各
県
の
状
況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

【
青
森
県
の
状
況
】

・
表
彰
や
徽
章
を
絶
対
変
え
ら
れ
な
い
も

の
と
し
て
固
定
的
に
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
時
代
や
団
員
の
意
識
に
即
し
た
形

を
模
索
す
る
こ
と
が
重
要
。
よ
り
適
切

な
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
岩
手
県
の
状
況
】

・
現
在
の
と
こ
ろ
、
徽
章
の
贈
与
の
見
直

し
や
代
替
品
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
。

【
福
島
県
の
状
況
】

・
現
在
の
と
こ
ろ
、
見
直
し
や
代
替
品
の

予
定
は
な
い
。

【
新
潟
県
の
状
況
】

・
物
価
上
昇
は
徽
章
だ
け
で
は
な
く
、
他

事
業
も
縮
小
や
削
減
を
迫
ら
れ
て
い
る

状
況
。
協
会
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
徽
章
の
贈
与
を
廃
止
し
表
彰

状
の
み
の
授
与
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
表
彰
は
、
消
防
職

団
員
へ
の
敬
意
の
証
で
あ
る
が
、
団
員

の
意
識
変
化
、
徽
章
の
価
値
に
こ
だ
わ

ら
な
い
風
潮
も
感
じ
る
。

照
会
事
項
（
抜
粋
）
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□
瑞
宝
単
光
章
（
22
名
）

　

元
横
手
市
横
手
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

𣘺　

藤　

七

　

元
横
手
市
雄
物
川
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

芳　

夫

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

伊　

藤　
　
　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

進　

藤　

文　

隆

　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

高　

橋　

忠　

美

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

藤　

谷　

知　

義

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

利　

部　
　
　

敏

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鈴　

木　

和　

夫

  

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

北　

林　

茂　

政

  

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

進

  

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

鶴　

田　

一　

成

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菊　

地　

啓　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

角　

田　
　
　

茂

　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

照　

井　

勇　

一

　

元
能
代
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

原　

田　

美　

徳

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　
　
　

正

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

定　

久

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

辺　

静　

一

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

原　
　
　

博

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

本　

間　

賢　

一

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

榮　

喜　

　

一

　

元
横
手
市
山
内
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

雄
一
郎

　

大
潟
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

畑　

瀬　

正　

道

　

大
潟
村
消
防
団

　
　
　

副
分
団
長　

田　

口　

幹　

雄

□
瑞
宝
双
光
章
（
５
名
）

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

大　

石　

義　

孝

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

      　

消　

防　

監　

相　

楽　
　
　

裕

　

元
湖
東
地
区
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

菊　

地　
　
　

徹

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

千　

葉　

和　

彦

　

元
男
鹿
地
区
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

古　

仲　

秀　

公

□
瑞
宝
単
光
章
（
３
名
）

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

小　

西　

隆　

悦

　

元
に
か
ほ
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

櫻　

山　

克　

義

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

阿　

部　

祐　

作

令
和
７
年  

秋

の

叙

勲

第
45
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
７
年

令
和
７
年 

秋

の

叙

秋

の

叙

勲

・

褒

勲

・

褒

章

第
45
回

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
７
年

令
和
７
年 

秋

の

叙

秋

の

叙

勲

・

褒

勲

・

褒

章

第
45
回

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

令
和
７
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
45

回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
11

月
３
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
叙
勲
22
名
、

褒
章
２
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
８

名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
５
日
に
秋

田
県
正
庁
に
お
い
て
、
知
事
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。   

令
和
７
年  

秋

の

褒

章

令
和
７
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
45
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



大会名 開催年度 出場隊 成 績

第18回 平成19年 大館市 準優勝(２位)

第19回 平成21年 秋田市 17位

第20回 平成23年 横手市平鹿 操法中止

第21回 平成25年 大仙市 26位

第22回 平成27年 大仙市 18位

第23回 平成29年 大仙市 28位

第24回 令和元年 秋田市 27位

第25回 令和５年 大仙市 29位

第26回 令和７年 大仙市 20位

第26回全国女性消防操法大会成績表

順位 都道府県名 消防隊名 タイム（秒） 総合得点

優　勝 千 葉 県 柏市女性消防隊 49.29 90.0

準優勝 福 岡 県 筑後市女性消防隊 51.90 90.0

準優勝 東 京 都 八王子市消防団女性消防隊 50.20 89.0

優　秀 山 口 県 和木町女性消防隊 51.25 88.0

優　秀 熊 本 県 八代市本部女性消防隊 44.29 85.5

優　秀 三 重 県 津市女性消防隊 46.28 85.0

　№828  消　防　秋　田 令和７年12月15日（隔月（偶数月）15日発行）（４)

第
26
回 

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

大
仙
市
女
性
消
防
隊
が
出
場

選手と応援団の皆さん

操　法　③ 操　法　② 操　法　①

激励交流会

　

第
26
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
は
10

月
28
日(

火)

、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ

ン
ト
広
場(

横
浜
み
な
と
み
ら
い)

に
お
い

て
、
44
都
道
府
県
の
代
表
44
隊
が
出
場

し
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
代
表
の
大
仙
市
女
性
消
防
隊
は
、

前
回
の
第
25
回
大
会(

令
和
５
年)

に
続
く

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
消
防
団
を
は
じ
め
、
老
松
博
行
大

仙
市
長
な
ど
関
係
者
が
応
援
す
る
な
か
大

健
闘
し
ま
し
た
。

■
上
位
の
成
績
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令
和
７
年
度
「
防
火
防
災
に
関
す
る
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
生
活
協
同
組
合　

全

日
本
消
防
人
共
済
会
主
催
）
の
審
査
が
先

頃
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
応
募
し
て
い
た
、

上
小
阿
仁
村
立
上
小
阿
仁
中
学
校
三
年
三

浦
清
香
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
に
入
選
し
ま

し
た
。

　

三
浦
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
防
火
防
災
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
、
立
派
な
担
い
手
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
コ
ン
ク
ー
ル
の
概
要
】

■
目
的

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
域
防
災
の
た 競技が終わって

令
和
７
年
度

　
「
防
火
防
災
に
関
す
る
」

　
　
　
　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

だ
れ
か
の
た
め
に

　
　
　

動
く
と
い
う
こ
と
は

上
小
阿
仁
中
学
校
三
年

　
　
　

三
浦
清
香



































め
日
夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い

て
、
子
供
た
ち
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
文

章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
消

防
団
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
主
的
な
防

火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
共
に
次

世
代
の
防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

全
国
の
中
学
生

■
表
彰
等

　

①
最
優
秀
賞　
　

１
名

　

②
優
秀
賞　
　
　

２
名

　

③
佳　

作　
　

若
干
名

　

昨
年
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
記
録

的
な
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
相
次
い
だ
。
私

た
ち
が
住
む
秋
田
県
で
は
三
年
連
続
で
の

被
害
と
な
っ
た
。
特
に
昨
年
の
豪
雨
で

は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
被
害

だ
っ
た
。
私
の
家
も
床
下
浸
水
の
被
害
に

遭
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
こ
の
村
に
五

十
年
以
上
も
住
ん
で
い
る
祖
父
や
祖
母
も

初
め
て
の
体
験
。
と
て
も
不
安
な
思
い
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
今
で
も
言
う
。
し
か

し
、
誰
か
の
た
め
に
行
動
す
る
人
た
ち
の

お
か
げ
で
そ
の
気
持
ち
は
す
ぐ
に
な
く

な
っ
た
と
言
葉
を
継
い
だ
。

　

私
の
父
や
祖
父
は
、
夜
遅
い
時
間
で
も

外
に
出
て
行
き
私
た
ち
を
守
ろ
う
と
、
様

子
を
確
認
し
て
く
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
地

域
の
消
防
団
に
入
っ
て
い
る
父
は
十
一
時

か
ら
深
夜
の
二
時
こ
ろ
ま
で
土
嚢
を
積
む

な
ど
の
作
業
を
頑
張
っ
て
い
た
。
こ
の
と

き
父
は
今
後
の
被
害
を
予
想
し
て
、
私
た

ち
と
一
緒
に
行
く
は
ず
だ
っ
た
奈
良
へ
の

旅
行
に
、
自
分
は
行
か
な
い
こ
と
に
決
め

た
ら
し
い
。
み
ん
な
で
行
く
こ
と
を
あ
ん

な
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
。
け
れ
ど

も
、
誰
か
の
た
め
に
頑
張
る
父
の
姿
は
と

て
も
か
っ
こ
い
い
と
思
え
た
。

　

今
改
め
て
思
い
返
し
深
く
考
え
て
み
る

と
、
誰
か
の
た
め
に
動
く
、
活
動
す
る
と

い
う
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
自
分
を
父
の
立
場
に
当
て
は
め
て
み

た
。
予
定
し
て
い
た
旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
頃
の

活
動
こ
そ
大
変
さ
が
伴
う
。
自
分
の
仕
事

が
あ
り
、
さ
ら
に
消
防
団
と
し
て
の
訓
練

が
あ
り
、
地
域
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
み

ん
な
で
活
動
で
き
る
環
境
作
り
な
ど
細
か

な
配
慮
ま
で
怠
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
村

で
も
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。
父
は
そ
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
誰
か
の
た
め

に
、
な
ん
て
素
敵
な
言
葉
だ
ろ
う
か
。

　

災
害
と
い
う
も
の
は
い
つ
ど
こ
で
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
、
準
備

は
大
切
と
い
う
け
れ
ど
も
、
準
備
だ
け
で

大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
災
害
が
起
き
た

と
き
に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
学
校
の
避
難
訓
練
で
も

毎
回
の
よ
う
に
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と
い
う
言

葉
は
よ
く
耳
に
す
る
。
さ
ら
に
、「
互
助
」

と
い
う
考
え
方
も
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。「
当
事
者
の
周
囲
に
い
る
近
し

い
人
が
、
自
分
の
発
意
に
よ
り
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
自
分
の
こ
と
と

同
じ
よ
う
に
誰
か
の
た
め
に
動
く
、
誰
か

の
た
め
に
活
動
す
る
。
自
分
の
意
見
で
。

こ
の
考
え
こ
そ
が
地
域
を
守
る
。
ま
さ
に

消
防
団
の
基
本
理
念
で
は
な
い
か
。
自
助

と
共
助
の
間
に
あ
る
互
助
。
自
分
た
ち
の

こ
と
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
。
地
域
は
地

域
で
守
る
。

　

自
分
も
誰
か
の
た
め
に
動
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
上
が
っ
て

い
る
。
昨
今
の
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
消
防
団
員
の
な
り
手
が
減
少
し
て
き

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
父
の
後
ろ

姿
を
見
、
そ
の
意
思
を
感
じ
て
い
る
私

は
、
助
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
助
け
る
側

の
一
員
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

る
。
災
害
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら

も
持
ち
続
け
、
今
で
き
る
こ
と
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
い
つ
か
み
ん
な
と
共
に
地

域
を
守
る
一
員
に
な
る
。
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第
15
回
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
10
月

18
日(

土)

、
19
日(

日)

の
２
日
間
、
秋
田
県

消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
４
消
防
団
か
ら

13
名
が
参
加
し
、
消
防
活
動
訓
練
（
ロ
ー

プ
結
索
、
地
震
体
験
、
放
水
訓
練
等
）、
訓

練
礼
式
、
救
急
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
受
講
生
名
簿

　

男
鹿
市　
　

団
員　

桧　

山　

る
み
子

　

男
鹿
市　
　

団
員　

伊　

藤　

月　

渚

　

秋
田
市　
　

団
員　

菅　

原　

直　

子

　

秋
田
市　
　

団
員　

中　

村　

あ
ゆ
み

　

秋
田
市　
　

団
員　

星　
　
　

容　

子

　

秋
田
市　
　

団
員　

福　

田　

あ
い
子

　

秋
田
市　
　

団
員　

澤
田
石　

初　

香

　

秋
田
市　
　

団
員　

佐　

藤　

友　

紀

　

仙
北
市　
　

団
員　

藤　

原　

咲　

希

　

仙
北
市　
　

団
員　

阿　

部　

千　

晶

　

横
手
市　
　

団
員　

高　

沖　

み
ち
る

　

横
手
市　
　

団
員　

草　

彅　

雅　

子

　

横
手
市　
　

団
員　

山　

下　

さ
つ
き

　

第
30
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長

崎
大
会
が
、11
月
13
日
（
木
）、「
来
ん
ね
！

平
和
の
街
へ
島
々
へ
〜
未
来
へ
、
長
崎
で

つ
な
が
る
女
性
消
防
団
〜
」
を
大
会
テ
ー

マ
と
し
て
、「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」（
長
崎

市
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
女
性
消
防

団
員
や
消
防
関
係
者
約
２
５
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
女
性
消
防

団
員
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
、
５
消
防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
事
例
発
表
を
行
っ
た
あ
と
、
同
県
平

戸
市
出
身
で
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

「
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
」
社
長
を
務
め

た
高
田
明
氏
が
「
夢
持
ち
続
け
日
々
精

進
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
消
防
団
が
日
頃
の
活
動
で

実
践
し
て
い
る
防
火
防
災
啓
発
劇
を
発
表

し
、
最
後
に
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
敏
文

会
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
活
動
事
例

発
表
の
女
性
消
防
団
員
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
全
国
各
地
の
消
防
団
展
示

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
活
動
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
地
の
北
海
道

に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
来
年

度
は
、
令
和
８
年
９
月
25
日
、
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

防火防災啓発劇展示ブース

左から阿部総代と佐藤副総代

第
15
回 

女
性
消
防
団
員
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校

＝ 

来
年
は
北
海
道
で
開
催

来
年
は
北
海
道
で
開
催 

＝

開　会　式高田　明さん

第
30
回 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長
崎
大
会

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長
崎
大
会

第
30
回 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長
崎
大
会

＝ 

来
年
は
北
海
道
で
開
催 

＝
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令和８年消防出初式の開催予定
令和７年11月27日現在

市町村 期　日 観閲式会場 式典会場

鹿 角 市 1月 4日㈰ 秋田銀行花輪支店前 文化の杜交流館
コモッセ

小 坂 町 1月 4日㈰ 明治百年通り 小坂町交流センター
セパーム

大 館 市 1月 4日㈰ 大町ハチ公通り ほくしか鹿鳴ホール

北 秋 田 市 1月 4日㈰ 松葉町交差点 北秋田市文化会館

上小阿仁村 1月 4日㈰ 健康増進トレーニング
センター前 上小阿仁村開発センター

能 代 市 1月 5日㈪ 能代市畠町通り
二ツ井町駅通り 能代市文化会館

藤 里 町 1月 4日㈰ 藤里町役場庁舎前 藤里町総合開発センター

三 種 町 1月 4日㈰ 三種町琴丘総合体育館
駐車場 三種町琴丘総合体育館

八 峰 町 1月 4日㈰ 沢目駅前 八峰町文化交流センター
ファガス

秋 田 市 1月 7日㈬ けやき通り あきた芸術劇場
ミルハス

男 鹿 市 1月 5日㈪ 男鹿市役所～オガーレ 男鹿市民文化会館

潟 上 市 1月 4日㈰ 実施なし 潟上市市民センター
かたりあん

五 城 目 町 1月 5日㈪ 朝市駐車場 五城館

八 郎 潟 町 未定 未定 未定

井 川 町 1月 4日㈰ 井川町農村環境改善センター前 井川町農村環境改善センター

大 潟 村 1月 6日㈫ 実施なし ホテルサンルーラル大潟

由利本荘市 1月12日㈪ 由利本荘市役所前 由利本荘市文化交流館
カダ－レ

に か ほ 市 1月10日㈯ 実施なし 金浦体育館

大 仙 市 1月 5日㈪ 大曲市民会館
第２駐車場 大曲市民会館

仙 北 市 1月10日㈯ 市民会館 市民会館

美 郷 町 1月 4日㈰ 総合体育館
リリオス前駐車場 美郷町公民館

横 手 市 1月 5日㈪ 実施なし 横手市横手体育館

湯 沢 市 1月 5日㈪ 実施なし 湯沢市文化会館

羽 後 町 1月 5日㈪ 羽後町活性化センター 羽後町活性化センター

東 成 瀬 村 1月 4日㈰ 東成瀬村民体育館 東成瀬村民体育館

秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
E -ma i l　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

〒010‒0962 秋田市八橋大畑一丁目1番32号
ＴＥＬ 018（863）1551　ＦＡＸ 018（853）6311

防 災 事 業 部

　

11
月
15
日(

土)
、
横
手
市
消
防
本
部
を

会
場
に
「
横
手
市
消
防
団
員
研
修｣

を
開

催
し
、
消
防
団
員
69
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
消
防
団
員
の
資
質
向

上
を
図
り
、
火
災
を
は
じ
め
各
種
災
害
へ

的
確
に
対
応
す
る
消
防
団
員
を
養
成
し
、

消
防
団
の
活
性
化
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
入
団
３
年
以
内
の
団
員

と
機
関
員
を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
新
た
に
、
幹
部
団
員
向
け
指
揮
研

修
と
機
能
別
団
員
向
け
の
教
養
研
修
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

幹
部
向
け
指
揮
研
修
で
は
、
火
災
に
対

す
る
基
礎
知
識
に
加
え
、
災
害
現
場
に
お

　

秋
田
県
消
防
協
会
の
役
員
に
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。新
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
令
和
７
年
11
月
30
日
付
）

　

会　

長　
　

横
手
市
消
防
団
長

                  　
　
　

樋　

渡　
　
　

徹

　

副
会
長　
　

由
利
本
荘
市
消
防
団
長

                  　
　
　

阿　

部　

一　

彦

　

副
会
長　
　

能
代
市
消
防
団
長

                  　
　
　

渡　

邊　

正　

人

　

副
会
長　
　

秋
田
市
消
防
長

                  　
　
　

堀　

井　

正　

人

け
る
相
互
の
活
動
内
容
や
注
意
点
を
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。
特
に
、
消
防
団
は
火

災
発
生
後
、
直
近
即
時
対
応
が
で
き
る
こ

と
が
多
く
、
常
備
消
防
隊
到
着
後
の
情
報

提
供
や
後
方
支
援
な
ど
の
連
携
活
動
が
迅

速
に
行
え
る
よ
う
、
指
揮
系
統
や
現
場
指

揮
の
流
れ
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
能
別
団
員
向
け
教
養
研
修
で

は
、
消
防
署
職
員
の
指
導
の
下
、
小
型
ポ

ン
プ
の
操
作
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
機
能

別
団
員
は
、
基
本
団
員
と
し
て
活
動
し
て

き
た
団
員
が
定
年
等
に
よ
る
退
団
後
に
再

入
団
し
て
い
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
訓
練

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
支
部
と
し
て
は
、
市
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
と
被
害
の
軽
減

に
寄
与
で
き
る
消
防
団
員
を
育
成
す
る
た

め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

横
手
市
支
部
消
防
団
員
研
修

　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
し
た

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

11
-18
-  3
-60
-70
-  7
-18

-  8
0
1
1

-  6
-  2
-  3

160
25
30
111
326
22
66

15
0
2
1
18
2
4

171
7
27
51
256
15
48

7
0
3
2
12
0
1

令和７年 令和６年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕

（秋田県総合防災課消防保安室調べ）

178
25
31
115
349
28
71



































（
一
財
）秋
田
県
消
防
協
会
役
員
異
動


